











































The Research Institute for Innovation Management, HOSEI UNIVERSITY 
Hosei University Repository










Pro fessor, Faculty of Business Administration, Hosei University 
        One-Dimensional Phase of Profitability: 
       Based on the Latest Databank 
 
 



































































利益率の 6 項移動平均を取り動態性を表わす４）。ちなみに、NEEDS（Nikkei Economic 




1表  製造 97業界の位相パターン （％） 
① 成長型 0 ％ 
② 衰退型 1 ％ 
③ 循環型 20  ％ 
④ らせん型 10 ％ 










































(1)  繊維 2次加工業界の位相 
繊維 2 次加工とは、住宅や自動車のインテリア、靴下、帽子などの衣料を扱う業界であ







































































はプラスからスタートしているが、その後ｇ点からＤ点まで約 25年にわたり 0軸より下方 
にあって半円（図４では、0軸より下方部分に 4個、0軸より上方部分に 2個）を描きなが


























(2)  自動車産業の車体・その他業界の位相 
車体・その他業界の計算対象上場企業は 6社である1
時までは、1表で示された数少ない衰退型のらせん型位
位相の起点ｄである約 4％から D点の約 1％弱までほぼ










































































今回扱った 4業界の位相における終点はすべて 0軸より上方に位置しているということ 
は、少なくとも財務データの観点からは不況を脱し、好況を示している。1993年度までの
























  の拡充機能と位相図予測―』神戸商科大学経済研究所、1989年。 






























          





③塗料・インキ          ④運輸機・建設機械・内燃機 
             
 
⑤農業機械               ⑥化工機械 
 
 
























物セルコン、2  住江織物、3  オリックス・インテリア、4  東和織物、 5  エコナ
ック、6  日東製網、7  芦森工業、8  アツギ、9 堀田産業、10  ウェル、11  ダイ
ニック、12  オーベクス、13  福助、14  ワコールホールディングス、15  日本バイ
リーン、16  山喜、17  ＮＢＣ、18  サンエー・インターナショナル、19  自重堂で







る以下の34社を計算対象とした。1  日本パルプ工業、 2  東海パルプ、3  東洋パル
プ、 4  三菱製紙、5  北越製紙、6  神崎製紙、7  高崎三興、8  日本加工製紙、 9  三
島製紙、10  福岡製紙、11  中越パルプ工業、12  巴川製紙所、13  特種製紙、14  紀
州製紙、15  セッツ、16  日清製紙、17  三興製紙、18  中央板紙、19  三善製紙、
20  大平製紙、 21  レンゴー、22  千代田紙業、23  古林紙工、24  スーパーバッ
グ、25  ゼネラル、26  トーモク、27  ダイナパック、28  大石産業、29  東洋ファ
イバー、 30  大王製紙、31  ザ・パック、32  日本ハイパック、33  中央紙器工業、 
34  ニチハマテックスである。これらの企業のうち、1  日本パルプ工業、 3  東洋パ
ルプ、6  神崎製紙、7  高崎三興、8  日本加工製紙、10  福岡製紙、15  セッツ、16  
日清製紙、17  三興製紙、18  中央板紙、19  三善製紙、20  大平製紙、22  千代田
紙業、29  東洋ファイバー、32  日本ハイパック、34  ニチハマテックスの16社が現
時点で上場廃止企業となっている。 
11）東京証券取引所に上場する以下の6社を計算対象とした。1  リッカー、2  JUKI、3  蛇




13）東京証券取引所に上場する以下の 6 社を計算対象とした。1  ニッキ、2  トランテッ
クス、3  トヨタ車体、4  日産車体、5  大同メタル工業、6  ヤマハ発動機である。
これらの企業のうち、2  トランテックスは現時点で上場廃止企業となっている。 









のうち 9業界。5．医薬品産業（3）のうち 3業界。6．石油産業（2）のうち 1業界。7．
ゴム産業（2）のうち 2業界。8．窯業産業（6）のうち 6業界。9．鉄鋼産業（7）のう
ち 7業界。10．非鉄金属および金属製品産業（6）のうち 4業界。11．機械産業（10）
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